
保健科学部等における教育研究上の目的・養成する人材像 

■保健科学部

保健科学部では、建学の精神である「平和で公正な社会の発展」を目指す豊かな教養と人間愛、そして情熱に基づい

た人間性の涵養を基盤とし、地域保健医療、国際保健活動、災害時保健活動等に対応し得る、高度な専門知識・技術と

幅広い連携・協働活動の能力を備えた保健医療専門職を養成することを目標としています。 

そのため、教育研究上の目的は、国際社会を生きる豊かな教養と人間性、科学的な思考力、人とかかわる力、創造す

る力、自ら学んでいく力を育てること、そして質の高い研究成果を、教育、地域の保健・医療・産業・経済、文化へと

還元し、医療専門職として十分な貢献ができることを目指します。 

■看護学科

生命の尊厳を認識し、個人の人格を尊重する豊かな人間性と高い見識を具え、看護の基本的知識・技術を身に着け、

多職種と協働して地域社会に貢献し、社会の変化に適応しながら看護職として成長し続ける人材育成を目指します。 

看護における倫理的な判断の能力、科学的思考に基づいて主体的かつ創造的に看護を展開する能力、看護の対象であ

る個人、家族、地域の人々と信頼関係を築く能力、多様な人々と協働して課題を解決する能力、自らの看護の向上を目

指し、生涯に渡って自己研鑽を続ける能力、社会の進歩や国際的な広がりに関心を向け、適応していく能力を培うこと

を教育目標としています。 

■理学療法学科

いかなる障害を持つ人に対しても、人としての尊厳と権利を認識できる真摯で柔軟な心を持ち、身体に障害を持つ対

象者が自分らしく活動し、社会へ参加するという目的のために、多様で最新の理学療法の知識と技術を駆使して、運動

や動作能力の向上を図ることができる人材養成を目指します。 

急性期から回復期、維持期リハビリテーションにおいて活躍できるように、基本となる理学療法の知識と技術を幅広

く学習し、多職種連携の中で実践し貢献できる能力を培うことを目指します。さらに、リハビリテーション分野にとど

まらず、健康維持・増進に貢献できる力を養うことを目的としています。 

■検査技術学科

生命の尊厳を理解し、思いやりの心を持つとともに高い倫理観を備え、臨床検査分野において健康や医療に関する専門

知識と最新技術を学び、科学的根拠に基づく適切な判断ができ、臓器移植、遺伝子治療及び不妊治療分野などの生命科学

や検査技術学分野に貢献できる人材で、実践的な診療支援ができる質の高い臨床検査技師（Clinical Laboratory 

Scientist）の人材養成を目指します。 

医療の現場では様々な要素が要因・背景となって生じる課題や問題は千差万別であり、それらの状況に的確・柔軟に

対応するため、実践的な高度な知識と技術を習得し、科学的根拠に基づく適切な判断能力と問題解決能力を培うことを

教育目的としています。 

■放射線学科

様々な疾病で苦しむ人々に対して、尊厳と人間愛をもって、診療画像検査、放射線治療の過程をとおして、病気の発

見・治療を目指す高度医療技術をもった人材養成を目指します。 

 また、放射線による障害や防護、安全管理をとおして、画像生成と解析に関する知識、放射線と物理、生物、化学と

の相互作用による医療技術に関する知識を深め、問題解決能力を有し、高度なデータ・サイエンスと連携した臨床応用

技術を自ら実践できる臨床力を養うことを目的とします。 

■臨床工学科

生命の尊厳を自覚し、畏敬の念を持つとともに豊かな人間性と高い倫理観を備え、医学・工学に関する専門知識と技術

を学び、論理的思考・高い洞察力と的確な判断力をもって医療機器の操作及び保守管理を行うことができ、チーム医療の

一員として医療に貢献できる質の高い臨床工学技士の人材養成を目指します。 

高度化・複雑化する医療技術に対応するため、医工学に関する基本的知識・技術を修得し、医療分野におけるさまざま

な課題に対して、国際的視野を兼ね備えた広い視野で物事を捉え、問題意識と探求心、問題解決能力を培うことを教育目

的としています。 
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教育研究上の目的・養成する人材像 

■保健科学部

保健科学部では、建学の精神である「平和で公正な社会の発展」を目指す豊かな教養と人間愛、そして情熱に

基づいた人間性の涵養を基盤とし、地域保健医療、国際保健活動、災害時保健活動等に対応し得る、高度な専門知

識・技術と幅広い連携・協働活動の能力を備えた保健医療専門職を養成することを目標としています。 

そのため、教育研究上の目的は、国際社会を生きる豊かな教養と人間性、科学的な思考力、人とかかわる力、創

造する力、自ら学んでいく力を育てること、そして質の高い研究成果を、教育、地域の保健・医療・産業・経済、

文化へと還元し、医療専門職として十分な貢献ができることを目指します。 

■看護学科

生命の尊厳を認識し、個人の人格を尊重する豊かな人間性と高い見識を具え、看護の基本的知識・技術を身に着

け、多職種と協働して地域社会に貢献し、社会の変化に適応しながら看護職として成長し続ける人材育成を目指し

ます。 

看護における倫理的な判断の能力、科学的思考に基づいて主体的かつ創造的に看護を展開する能力、看護の対象

である個人、家族、地域の人々と信頼関係を築く能力、多様な人々と協働して課題を解決する能力、自らの看護の

向上を目指し、生涯に渡って自己研鑽を続ける能力、社会の進歩や国際的な広がりに関心を向け、適応していく能

力を培うことを教育目標としています。 

■検査技術学科

生命の尊厳を理解し、思いやりの心を持つとともに高い倫理観を備え、臨床検査分野において健康や医療に関する

専門知識と最新技術を学び、科学的根拠に基づく適切な判断ができ、臓器移植、遺伝子治療及び不妊治療分野など

の生命科学や検査技術学分野に貢献できる人材で、実践的な診療支援ができる質の高い臨床検査技師（Clinical 

Laboratory Scientist）の人材養成を目指します。 

医療の現場では様々な要素が要因・背景となって生じる課題や問題は千差万別であり、それらの状況に的確・柔

軟に対応するため、実践的な高度な知識と技術を習得し、科学的根拠に基づく適切な判断能力と問題解決能力を培

うことを教育目的としています。 

■放射線学科

様々な疾病で苦しむ人々に対して、尊厳と人間愛をもって、診療画像検査、放射線治療の過程をとおして、病気

の発見・治療を目指す高度医療技術をもった人材養成を目指します。 

また、放射線による障害や防護、安全管理をとおして、画像生成と解析に関する知識、放射線と物理、生物、化

学との相互作用による医療技術に関する知識を深め、問題解決能力を有し、高度なデータ・サイエンスと連携した

臨床応用技術を自ら実践できる臨床力を養うことを目的とします。 

■臨床工学科

医学及び工学領域に対する専門知識を学び、適正医療や安全医療に備えた臨床工学技士を育成するとともに、医

療機器の開発技術者の養成など医療機器の面から医療に貢献する人材育成を目指します。また、医療分野における

企画・研究・多角的能力の育成を目指します。 

大学で医学・化学・工学、を学び、さらに研究に対する指導を受け自己研鑽を継続できる能力を身につけます。

最終的には、豊かな心を持つ臨床工学技士の養成を目標とし、そのための臨床工学技術や医療機器の開発者及び医

療研究者としての育成を教育目標としています。 
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■リハビリテーション学部

リハビリテーション学部では、建学の精神である「平和で公正な社会の発展」を目指す豊かな教養と人間愛、そ

して情熱に基づいた人間性の涵養を基盤とし、地域の医療・福祉と生活上の困難を抱える障害を持った人々の自立

及び生活の質の向上を支援するために、専門機関や施設において、多職種と連携し共同してその責務を果たすこと

ができる知識・技術と実践能力を備えたリハビリテーション専門職者を養成することを目的としている。 

そのため、教育研究上の目的は、対象者の生活の質の向上と社会参加を目指すために、対象者の自分らしく生き

ようとする主体性を尊重し、対象者が必要とする機能の回復・代償あるいは残存能力の強化を最適に図ることがで

きること、そして、地域社会を含めた生活環境づくりに医療専門職として参加し、十分に支援できることを目指す。 

■理学療法学科

いかなる障害を持つ人に対しても、人としての尊厳と権利を認識できる真摯で柔軟な心を持ち、身体に障害を持

つ対象者が自分らしく活動し、社会へ参加するという目的のために、多様で最新の理学療法の知識と技術を求め、

それらを駆使して、運動や動作能力の向上を図ることができる人材養成を目指す。 

 急性期から回復期、維持期リハビリテーションにおいて活躍できるように、基本となる理学療法の知識と技術を

幅広く学習し、多職種連携の中で実践し貢献できる能力を培うことを目指す。さらに、リハビリテーション分野に

とどまらず、健康維持・増進に貢献できる力を養うことを教育目的とする。 

■作業療法学科

年齢の差異や障害の程度に関わらず、対象者が自分らしく人生を送るよう支援する作業療法を学ぶ。仕事・生産

的活動・遊び、余暇活動、日常生活活動からなる作業を求める人間を多側面から理解し、多様な臨床現場や地域社

会で求められる分野において、作業療法の専門性と知識を生かして柔軟に活躍できる人材養成を目指す。 

 対象者や家族、他職種との適切な対人関係を作るコミュニケーション能力、協調性を基盤とした多職種連携を図

ることのできる能力、求められる問題の解決に向けて問いを立て続ける意識、複雑な人間行動を理解するために論

理的に思考する科学的視点と対象者の個別で多様な生活を洞察する力、作業療法の発展と社会に貢献する活動や研

究に参加しようとする能力を培うことを教育目的とする。 

■言語聴覚学科

高いコミュニケーション能力を有し、他者や地域に貢献する意識、新たな課題や未知の課題を創造的に解決しよ

うとする意欲、さらに専門知識・技術を生涯にわたって学習し続ける倫理観を有する人材養成を目指す。 

言語聴覚士の役割の理解に基づき、人が地域で生活する視点に立ち、高次脳機能障害・言語発達障害・運動系障

害及び聴覚系障害を持つ対象者のコミュニケーション能力の評価はもとより、活動、地域・社会参加の生活機能を

多面的に支援でき、また、その方法の開発に関わろうとする姿勢を培うことを教育目的とする。 



教育研究上の目的・養成する人材像 

■看護学部
建学の精神である ｢平和で公正な社会の発展｣ を目指し、豊かな教養と人間愛、看護職としての知識と技術、柔

軟な適応力を備え、保健・医療・福祉サービスの中で看護の役割を果たし、広く社会に貢献していける人材を養成
することを目指します。そのため、看護の対象を全人的に捉え、科学的根拠に基づいた看護を実践する能力、社会
の変化や環境に柔軟に適応し、医療チームの中で協調して看護の役割を果たす能力を習得させ、あわせて看護職と
しての感性や倫理観、社会の平和と発展に貢献していこうとする姿勢を育てることを教育研究上の目的としていま
す。 

■看護学科
人の尊厳を尊重できる豊かな人間性と高い見識をもち、看護の対象を全人的に捉え、様々な人々と調和し連携し

ながら、科学的根拠に基づく判断と適切な技術を用いて看護を実践でき、さらには、地域社会や国際社会にも関心
を向け、看護学をとおして社会の平和と発展に貢献していくことを目指し、生涯にわたって自己研鑽し続けること
ができる人材を養成することを目指します。そのため、看護の対象とその健康課題を適切に捉え、科学的根拠に基
づいた看護を実践できる能力、チーム医療の中で多職種と連携し、リーダーシップを発揮できる能力、社会の変化
や地域の特性を踏まえ、多様な人や環境に積極的かつ柔軟に対応できる能力を習得させること、また、看護職に相
応しい感性、倫理観、教養、及び看護職として対象に寄り添い、役割を果たし、社会に貢献していこうとする姿勢
を育てることを教育研究上の目的としています。 

■リハビリテーション学部
リハビリテーション学部では、建学の精神である「平和で公正な社会の発展」を目指す豊かな教養と人間愛、そ

して情熱に基づいた人間性の涵養を基盤とし、地域の医療・福祉と生活上の困難を抱える障害を持った人々の自立
及び生活の質の向上を支援するために、専門機関や施設において、多職種と連携し共同してその責務を果たすこと
ができる知識・技術と実践能力を備えたリハビリテーション専門職者を養成することを目的としています。 
そのため、教育研究上の目的は、対象者の生活の質の向上と社会参加を目指すために、対象者の自分らしく生き

ようとする主体性を尊重し、対象者が必要とする機能の回復・代償あるいは残存能力の強化を最適に図ることがで
きること、そして、地域社会を含めた生活環境づくりに医療専門職として参加し、十分に支援できることを目指し
ます。 

■理学療法学科
いかなる障害を持つ人に対しても、人としての尊厳と権利を認識できる真摯で柔軟な心を持ち、身体に障害を持

つ対象者が自分らしく活動し、社会へ参加するという目的のために、多様で最新の理学療法の知識と技術を求め、
それらを駆使して、運動や動作能力の向上を図ることができる人材養成を目指します。 
 急性期から回復期、維持期リハビリテーションにおいて活躍できるように、基本となる理学療法の知識と技術を
幅広く学習し、多職種連携の中で実践し貢献できる能力を培うことを目指します。さらに、リハビリテーション分
野にとどまらず、健康維持・増進に貢献できる力を養うことを教育目的としています。 

■作業療法学科
年齢の差異や障害の程度に関わらず、対象者が自分らしく人生を送るよう支援する作業療法を学び、仕事・生産

的活動・遊び、余暇活動、日常生活活動からなる作業を求める人間を多側面から理解し、多様な臨床現場や地域社
会で求められる分野において、作業療法の専門性と知識を生かして柔軟に活躍できる人材養成を目指します。 
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 対象者や家族、他職種との適切な対人関係を作るコミュニケーション能力、協調性を基盤とした多職種連携を図
ることのできる能力、求められる問題の解決に向けて問いを立て続ける意識、複雑な人間行動を理解するために論
理的に思考する科学的視点と対象者の個別で多様な生活を洞察する力、作業療法の発展と社会に貢献する活動や研
究に参加しようとする能力を培うことを教育目的としています。 

■言語聴覚学科
高いコミュニケーション能力を有し、他者や地域に貢献する意識、新たな課題や未知の課題を創造的に解決しよ

うとする意欲、さらに専門知識・技術を生涯にわたって学習し続ける倫理観を有する人材養成を目指します。 
言語聴覚士の役割の理解に基づき、人が地域で生活する視点に立ち、高次脳機能障害・言語発達障害・運動系障

害及び聴覚系障害を持つ対象者のコミュニケーション能力の評価はもとより、活動、地域・社会参加の生活機能を
多面的に支援でき、また、その方法の開発に関わろうとする姿勢を培うことを教育目的としています。 

■医療技術学部
医療技術に裏付けられた医学的知識と専門技術にかかわる知識、技術力を養い、高度な医療人として、個人の尊

厳と倫理を尊重する人間性の醸成を基盤とし、社会が求める医療技術を国際社会、地域社会と協働して実践でき
る、熱意を持ち自ら学ぶ人材を養成することを目的としています。 

■検査技術学科
生命の尊厳を理解し、思いやりの心を持つとともに高い倫理観を備え、臨床検査分野において健康や医療に関する
専門知識と最新技術を学び、科学的根拠に基づく適切な判断ができ、臓器移植、遺伝子治療及び不妊治療分野など
の生命科学や検査技術学分野に貢献できる人材で、実践的な診療支援ができる質の高い臨床検査技師（Clinical 
Laboratory Scientist）の人材養成を目指します。 
医療の現場では様々な要素が要因・背景となって生じる課題や問題は千差万別であり、それらの状況に的確・柔

軟に対応するため、実践的な高度な知識と技術を習得し、科学的根拠に基づく適切な判断能力と問題解決能力を培
うことを教育目的としています。 

■放射線学科
様々な疾病で苦しむ人々に対して、尊厳と人間愛をもって、診療画像検査、放射線治療の過程をとおして、病気

の発見・治療を目指す高度医療技術をもった人材養成を目指します。 
また、放射線による障害や防護、安全管理をとおして、画像生成と解析に関する知識、放射線と物理、生物、化

学との相互作用による医療技術に関する知識を深め、問題解決能力を有し、高度なデータ・サイエンスと連携し
た臨床応用技術を自ら実践できる臨床力を養うことを目的としています。 

■臨床工学科
生命の尊厳を自覚し、畏敬の念を持つとともに豊かな人間性と高い倫理観を備え、医学・工学に関する専門知識

と技術を学び、論理的思考・高い洞察力と的確な判断力をもって医療機器の操作及び保守管理を行うことができ、
チーム医療の一員として医療に貢献できる質の高い臨床工学技士の人材養成を目指します。 
高度化・複雑化する医療技術に対応するため、医工学に関する基本的知識・技術を修得し、医療分野におけるさ

まざまな課題に対して、国際的視野を兼ね備えた広い視野で物事を捉え、問題意識と探求心、問題解決能力を培う
ことを教育目的としています。 




